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研究成果の概要（和文）：本研究において”歯周組織に優しい切削法”として超音波による支台
歯形成を試みた。本法は従来の歯科用エアータービンなど回転切削器具による支台歯形成によ
る歯肉組織に与える大きな損傷を防止するのが目的である。その基礎的検討を行うために歯肉
微小循環について観察を行った結果超音波による歯の切削は歯肉など軟組織の損傷を生じさせ
ないことがわかった。さらに短期間で歯肉の再生が生じるため健康な歯肉を早期に取り戻すこ
とが出来ることがわかった。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to observe morphological changes in 
the gingival microvasculature after tooth preparation. The conventional dental air 
turbine and ultrasonicmethods were examined as a way of tooth preparation. To 
visualize the changes in the gingival vasculature, a corrosion resin cast was used and 
visualization performed with a scanningelectron microscope. Our observations suggest 
that the use of the ultrasonic wave instrument caused minimum damage compared to 
the use of the dental air turbine. Therefore, in terms of protecting the microcirculatory 
system in the gingival tissue during tooth preparation, the ultrasonic wave instrument 
is useful. 
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１．研究開始当初の背景 

 従来の歯科用エアータービンなど回転切削

器具による支台歯形成は歯肉組織に与える大

きな損傷を伴う。それを防止するのを目的と

して本研究において”歯周組織に優しい切削

法”をテーマにして超音波による支台歯形成

を試みた。 

 
２．研究の目的 

 超音波切削に際し、形成する際に用いられ

るスーパーファインのタービンバーと同一

径・密度の顆粒状ダイヤモンドが付着する超

音波切削用ダイアモンドチップを用いた。超

音波による切削を支台歯形成に用いることは、

滑沢な歯面を生じることに加えて、歯肉組織

へのダメージが少ない。従来のエアタービン

で時として生じた歯肉の出血は辺縁歯肉部毛

細血管の破壊と修復が行われ、その血管形態

は大きく変化する。これは、歯冠修復時や歯

肉の退縮や増殖を引き起こし歯周疾患などへ

と導く一つの原因となることが考えられる。

本研究では超音波とエアタービンで歯肉に接

して支台歯形成を行い、その血管構築の変化

を観察した。 

 
３．研究の方法 

すべての実験は神奈川歯科大学動物倫理委員

会による実験指針のもとに行った。 

全身麻酔下で、体重 10Kg 前後で歯周組織が

臨床的に健康なビーグル犬を各群 2 頭ずつ用

いた。実験群ではダイヤモンドチップ

(Diamond tip-H)と超音波スケーラーを用い

て歯肉縁に一致して支台歯形成を行った。対

照群では仕上げ用のダイヤモンドバー 

(SF102R, 松風, Japan)と歯科用エアーター

ビンを組みあわせて支台歯形成を行った。上

記の術式、方法を用いて実験を行った。術後、

0 日、7 日、30 日後に血管内に注入し血管鋳

型標本を作成した。   

 

４．研究成果 

 これらの方法で超音波切削は歯肉への直接

的ダメージが生じないことから出血を可及的

に抑えることが出来た。このことは支台歯形

成後、歯肉組織の修復にかかる時間を可及的

に短縮することができた。また、術後の血管

構築および歯肉組織も正常と変わらない構造

となっていた。本実験により超音波による切

削は臨床的に有用な方法の一つで有ることが

証明された。 

 下記の写真で示すように左のエアタービン

による切削では歯の表面に赤血球が付着して

いるのが観察された。それに対し、右の超音

波群では赤血球の付着が認められず、さらに

滑沢な面が観察された。これは超音波による

切削が出血を伴わないことを示している。 

 

【形成直後の歯面：SEM】 



 

 血管鋳型標本の観察では、形成0日後、

エアタービン群では歯肉溝上皮下の血管

は破壊され、急性炎症による樹脂漏出を

示していた。 

 

【上：術後 0日エアタービン：血管鋳型 SEM】 

 

それに対して超音波群では正常と変わら

ない健康な歯肉の血管網が像として観察

された。 

 
【上：術後 0日超音波：血管鋳型 SEM】 

  

 ３０日後エアタービン群では平坦な毛

細血管網が正常血管網に近似して配列し

ていた。形成 30 日後、対照群では径の太

いループ状血管に変化しているのに対し、

実験群では正常構造を持つ血管構築へと

再生していた。 

 

 

【上：術後 30 日エアタービン：血管鋳型 SEM】 

 

 

【上：術後 30 日超音波：血管鋳型 SEM】 

 以上より超音波による歯の切削は、歯

科用タービンと比較して歯肉微小循環障

害が少なく、血管再生能にも優れている

ことが示された。今後臨床においても超

音波による歯の切削が有用な手段の一つ

となる可能性が示唆された。 
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